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この文章を書いている間も，2 号館の一室で顕
微鏡の前に座られ，インロー箱やユニットボック
スに満載されたゾウムシ標本に囲まれて研究され
ている先生のお姿が脳裏に浮かんでくる．先生か
らは，研究に取り組む姿勢を知らず知らずの内に
教わった気がする．また，先生はある年の鞘翅学
会で「大学の講義は 60 点あれば「可」をもらえる．
たとえ不完全でも，とにかく （論文を） 出すことが
大事だ」いう意味のことをおっしゃったことがあ
る．勿論，誤りや嘘ばかりの論文を出すことは論
外だが，自分の得た知見を論文として発表するこ
とで，後の人々が検証し，更に良いものを積み上
げられるようにするのは非常に大事である．先生
は研究史という大きな流れの中に身を置き，生涯
研究者としてそれを実践されていたのではないだ
ろうか．

ちなみに，全国の大部分の高等学校では，30 点
で単位が認定される （と思う）．私も先生の言葉をや
や拡大解釈し，自分の得た知見を，たとえ 30 点で
あっても細々とアウトプットし続けていこうと思う．

はじめに，今年 9 月 3 日に急逝された森本先生
のご冥福をお祈りするとともに，そのゾウムシに
かけた生涯を傍らで支え続けたご遺族の皆様に，
謹んでお悔やみ申し上げます．

森本先生がご自身の生涯を通して行った研究は，
今日の日本の昆虫分類学，応用昆虫学の礎を築く
ものです．その偉大な業績の数々は到底限られた
誌面で語り尽くせるものではございませんが，本
稿では，先生の主要な業績のひとつであるゾウム
シ上科甲虫の分類学的研究について，僭越ながら
その概要をまとめております．

本稿を草するにあたり，多くのご助言をいただ
いた九州大学総合研究博物館の丸山宗利博士に厚
くお礼申し上げます．

生物の分類体系は，クジラを魚ではなく哺乳類
の一員とみなすように，外見的な特徴の類似性よ
りも，互いに相同な形態の比較により類推される
系統的なまとまりを重要視した体系を構築するこ
とで，その生物の進化過程の研究など，発展的な
研究に用いることのできる体系ができると考えら
れます．森本先生が研究を始めた当初，世界のゾ
ウムシ上科全体の高次分類体系には形態情報の少

ない Lacordaire （1863） の体系が 1 世紀にわたって
踏襲されており，解剖と詳細な形態観察に基づく
比較形態学を取り入れた分類体系は提唱されてい
ませんでした．また，日本のゾウムシ相はごくわ
ずかな種がそれぞれの科・亜科で断片的に分類が
進んでいるのみで，その多様性の理解には到底及
ばないものでした．これらの状況から，森本先生
のゾウムシ研究は解剖を伴う詳細な形態比較によ
る高次体系の提唱と，日本産ゾウムシ上科のファ
ウナ解明を目的として開始されました．

1962 年 に 出 版 さ れ た 森 本 先 生 の 学 位 論 文，
＂Comparative morphology and phylogeny of the 
superfamily Curculionoidea of Japan＂では，ゾウムシ
の体の各部位の形態について，系統関係の推定に
重要な脛節先端部の形態や解剖でしか観察できな
い Metendosternite や Proventriculus，生殖器官の構
造に特に注目して，ゾウムシの主要な科や亜科の
もつ形態をまとめました．これはその後のゾウム
シの分類学に大きく影響を及ぼし，今日でもゾウ
ムシ分類学を学ぶ人であれば誰しもが参照する重
要な論文となっています．また，森本先生はその
後も幼虫の形態や成虫の口器の形態について，指
導した学生たちと共にゾウムシ上科全体について
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比較形態学的な研究をすすめ，現在のゾウムシ上
科の分類体系の構築に大きく寄与しました．森本
先生の解剖技術は先生の専売特許のようなもので，
当時の海外の研究者は誰も太刀打ちできないほど
であったといいます．

比較形態学に基づく高次系統の論文に並び，
1970 年代を中心に出版された，様々な科・亜科に
おける東洋区の属までの検索表は，世界中の研究
者にたびたび参照されています．それまでの論文
の多くは，記載だけで図や写真がなく，比較標本
の少ない研究者にとっては属の決定さえ困難でし
た．森本先生は 1968 年に大英博物館 （現：ロンド
ン自然史博物館） に留学された際に，東洋区周辺か
ら記載された多数の種のタイプ標本を調べ，寝る
間を惜しんで撮影やスケッチをされました．帰国
後にその成果として，それぞれの属のタイプ種の
スケッチとともに，東洋区の属への検索表を次々
に公表されました．日本から約 700 種のゾウムシ
を記載された森本先生ですが，その研究はこうし
た先駆的かつ網羅的な分類体系の整備に基づいて
います．

比較形態学の研究と並行して，日本産ゾウムシ
の属や種といった下位分類群の記載や再検討をそ
の生涯にわたって続けられました．表と図は，森
本先生が記載した分類群の数を調べたものです．
ほぼすべての分類群にわたって研究されたこと，
また，森本先生の研究に沿って日本産ゾウムシの
ファウナ解明が進んでいったということが明らか

です．また，ここでは示されていませんが，属の
再定義や種の所属の移動，属や種のシノニム処理
も分類学上の重要な仕事で，これらも相当量の業
績があります．森本先生はその一つ一つに，後世
の研究者が混乱しないように解説やスケッチを付
し，丁寧かつ迅速に，日本のゾウムシ相の全解明
に向けて研究を進められました．

森本先生が亡くなる寸前まで研究をされていた
キクイゾウムシ亜科には，まだ 100 種以上の種が
追加される見込みがあったそうです．われわれ遺
された者ができることは，森本先生の目標であっ
た日本のゾウムシ相をまとめ上げ，害虫防除への
応用や進化過程の考察について，あらゆる角度か
ら研究を深めることだと思います．先生が愛した
ゾウムシは，我々が愛するゾウムシでもあるので
すから．
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表．森本先生が記載された分類群の数（ゾウムシ上科のみ）．
数値は主著のみの数を示し，括弧内にて副著を含む総
数を示す．

図．森本先生が記載された日本産ゾウムシ上科の種数の変
化．期間は職歴別とした．日本産総種数はそれぞれ森
本 （1962a, b, c），平嶋 （1989），鈴木 （2019） に基づく．


